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佐藤元気(げんき)さん

　いままで支えてくれた家族や友人、
周りの方々にとても感謝しています。
これからは、一人の大人だというこ
とを自覚し、何事も目標と責任を
持って取り組み、しっかりと自立し
たいと思います。

　まだまだ未熟ですが、たくさんの
方々に支えられ成人式を迎えること
ができました。社会人となり、上手
くいかずに悩むことも多いですが、
努力と周りへの気配りを忘れずに１
日１日を歩んで行きたいです。

　私には尊敬している人がいます。
母です。どこにでもいる普通の母親
ですが、私にとって最も身近で見て
きた立派な大人です。二十歳になっ
て当たり前の事でもすごいと思えま
した。私も誰かに尊敬されるような
強くて優しい大人になりたいです。

　成人の節目を、両親をはじめ多く
の方々に支えられて迎えることがで
きました。今後は社会の変化に対応
していけるように、何事にも恐れず
に挑戦していきたいです。そして多
くの経験から学び、社会に貢献でき
るよう努力します。

　家族をはじめ、多くの人に支えら
れて今の私がいます。こうして無事
節目を迎えることができ、感謝の気
持ちでいっぱいです。これからも人
との出会い、触れ合いを大切にしな
がら自分を高めていきたいです。

５人の新成人に

二十歳の抱負を聞きました

長岐　愛(めぐみ)さん松橋　結(ゆい)さん

佐藤幸基(こうき)さん 佐々木絵里(えり)さん

（坊沢〈鷹巣中〉公務員）

（七日市〈鷹巣南中〉会社員）（能代市〈合川中〉保育士）

（東京都八王子市〈森吉中〉大学生） （青森県弘前市〈阿仁中〉大学生）

あなたの将来の夢・人生の目標は?

　
式
典
で
津
谷
市
長
は
「
新
た
な
人
生
の
門
出
を
迎
え
ら
れ
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
被
災
地
の
み
な
ら
ず
、
電
力
不
足
や
風
評
被
害
等
、

国
民
生
活
全
体
に
甚
大
な
爪
痕
を
残
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
皆
様
と
同
年
代
の
若
者
に
よ
る

被
災
地
で
の
支
援
活
動
や
全
国
各
地
で
の
募
金
活
動
な
ど
、
次
世
代
を
担
う
皆
様
の
数
々
の
取

り
組
み
を
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
本
日
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
の
若
さ
あ
ふ

れ
る
元
気
と
活
力
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
、
ふ
る
さ
と
北
秋
田
市
の
明
日
へ
の
希
望
の
道
を
切

り
開
い
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
今
日
か
ら
は
成
人
と
し
て
の
自
覚
と
と
も
に
、

ご
家
族
を
は
じ
め
今
ま
で
皆
様
を
支
え
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
輝
か

し
い
未
来
へ
と
歩
み
始
め
て
欲
し
い
」
な
ど
と
新
成
人
に
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
藤
健
一
郎
県
議
会
議
員
、
北
林
丈
正
県
議
会
議
員
、
佐
藤
吉
次
郎
市
議
会
議
長
が

そ
れ
ぞ
れ
「
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し

い
」、「
自
分
が
持
っ
て
い
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
、
将
来
を
切
り
開
い
て
ほ
し
い
」、「
人
と
の

出
会
い
は
財
産
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
自
ら
の
道
を
歩
ん
で
ほ
し
い
」
な
ど
と
新
成
人

を
激
励
し
ま
し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
て
畠
山
詩
歩
さ
ん
は
「
私
達
は
北
秋
田
市
の
大
自
然
の
中
で
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。
こ
の
地
で
過
ご
し
た
日
々
は
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
各
々
の
中
に
刻
み
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
何
年
経
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
も
の
が
、
い
つ
も
暖
か
く
迎
え
て

く
れ
る
家
族
、
数
年
ぶ
り
に
会
っ
て
も
笑
顔
で
話
し
あ
え
る
友
人
、
優
し
く
話
し
か
け
て
く
れ

る
地
域
の
方
々
。
今
ま
で
私
を
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
人
達
に
『
あ
り
が
と
う
』
の
言
葉
を
伝

え
た
い
。
新
成
人
の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
今
、 

私
達
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し

て
社
会
や
地
域
に
貢
献
し
て
い
く
か
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
分
、
今
度
は
私
達
が
守
り
、

支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
つ
の
こ
と
に
挑
戦
、

持
続
し
、
前
を
向
い
て
い
こ
う
と
す
る
ひ
た
向
き
さ
を
常
に
持

ち
続
け
、
無
限
の
可
能
性
に
挑
戦
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、

個
性
を
輝
か
せ
る
次
代
の
主
人
公
と
な
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
日
と
い
う
門
出
の
日
を
多
く
の
仲
間
た
ち
と
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
後
、
何
年
経
と
う
と

も
北
秋
田
の
地
で
育
っ
た
誇
り
を
胸
に
、
仲
間
た
ち
と
一
歩
ず

つ
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
な
ど
と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。 

「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
輝
か
し
い
未
来
へ
」　
津
谷
市
長

「
北
秋
田
の
地
で
育
っ
た
誇
り
を
胸
に
」　
新
成
人
代
表
　
畠
山 

詩
歩
さ
ん

　
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
成
人
式
が
８
月
15
日
、
北
秋
田
市
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
、
新
成
人
た
ち
が
大
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
対
象
者
は
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
３
５
６
人
（
鷹
巣
地
区
２
０
２
人
、
合
川
地
区
67
人
、
森
吉
地
区
60
人
、
阿

仁
地
区
27
人
）。
う
ち
約
２
９
０
人
が
出
席
し
、
午
後
２
時
30
分
か
ら
式
典
に
臨

み
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
新
成
人
の
ほ
か
、
市
及
び
市
教
育
委
員
会
、
市
議
会
、
民
生
児
童
委

員
な
ど
の
関
係
者
、
中
学
校
卒
業
当
時
の
担
任
教
諭
ら
が
出
席
し
、
祝
福
し
ま
し

た
。 北

秋
田
市
成
人
式

北
秋
田
市
成
人
式

北
秋
田
市
成
人
式

北
秋
田
市
成
人
式

北
秋
田
市
成
人
式

北
秋
田
市
成
人
式

北
秋
田
市
成
人
式

北
秋
田
市
成
人
式

北
秋
田
市
成
人
式

北
秋
田
市
成
人
式

北
秋
田
市
成
人
式

北
秋
田
市
成
人
式

平
成
23
年
度

し
　
ほ


